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報告事項№２－⑤ 

教育・保育，地域子ども・子育て支援事業の量の推計について 
 

１ 推計の手順 

教育・保育，地域子ども・子育て支援事業の量は，就学前児童保護者対象のニーズ調

査結果をもとに，次の手順で推計します。 

 

図表 教育・保育，地域子ども・子育て支援事業の量の推計のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童保護者対象のニーズ調査の実施 

家庭類型の分類（現状） 

転職・就労希望から算出 

家庭類型の分類（潜在） 

家庭類型（潜在）別児童数の算出 

教育・保育の量の見込みの算出 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みの算出 

１ １号認定（教育標準時間） 

２ ２号認定（幼稚園） 

３ ２号認定（認定こども園及び 

保育所） 

４ ３号認定（認定こども園及び 

保育所＋地域型保育） 

整備量の検討 

確保策の検討 

１ 時間外保育事業 

２ 放課後児童健全育成事業 

３ 子育て短期支援事業 

４ 地域子育て支援拠点事業 

５ 一時預かり事業 

６ 病児・病後児保育事業 

７ 子育て援助活動支援事業 

（ファミリーサポートセンター事業） 

８ 利用者支援事業 

【家庭類型】 

タイプＡ：ひとり親家庭 

タイプＢ：フルタイム×フルタイム 

タイプＣ：フルタイム×パートタイム（月120時間以上＋

64時間～120時間の一部） 

タイプＣ´：フルタイム×パートタイム（月48時間未満＋

64時間～120時間の一部） 

タイプＤ：専業主婦（夫） 

タイプＥ：パートタイム×パートタイム（双方が月120時

間以上＋64時間～120時間の一部） 

タイプＥ´：パートタイム×パートタイム（いずれかが月

64時間未満＋64時間～120時間の一部） 

タイプＦ：無業×無業 

整備量の検討 

確保策の検討 

人口推計 
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２ 人口推計 

年齢 平成 30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

０歳 587 570 557 544 531 519 507 

１歳 599 630 601 587 573 560 547 

２歳 661 609 649 605 591 577 563 

３歳 684 677 617 658 613 599 585 

４歳 660 694 687 626 667 622 607 

５歳 703 667 709 702 640 682 635 

６歳 724 712 681 723 716 653 696 

７歳 768 737 720 689 732 724 661 

８歳 739 764 738 729 697 741 733 

９歳 736 740 767 741 732 700 744 

10 歳 735 742 744 771 745 735 704 

11 歳 715 732 746 747 775 749 739 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

587 570 557 544 531 519 507

599 630 601 587 573 560 547

661 609 649 605 591 577 563

684 677 617 658 613 599 585

660 694 687 626 667 622 607

703 667 709 702 640 682 635

724 712 681 723 716 653 696

768 737 720 689 732 724 661

739 764 738 729 697 741 733

736 740 767 741 732 700 744

735 742 744 771 745 735 704

715 732 746 747 775 749 739

8,311 8,274 8,216 8,122 8,012 7,861 7,721 
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３ 家庭類型（現状・潜在） 

（１）家庭類型（現状・潜在）の算出 

教育・保育の量及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みを算出するにあたり，

国の手引きに従い，就学前児童保護者に実施したニーズ調査の結果から，両親の就労形

態等の項目より家庭類型を整理しました。家庭類型の種類は，タイプＡからタイプＦの

８種類です。 

家庭類型（現状）は前回から今回にかけて，タイプＢ（フルタイム×フルタイム）が大

きく増加し，タイプＤが大きく減少しているのが特徴です。 

 

図表 家庭類型（現状）の割合 

  前回 今回 

タイプＡ ひとり親家庭  4.7％  1.9％ 

タイプＢ フルタイム×フルタイム 27.8％ 45.4％ 

タイプＣ 
フルタイム×パートタイム 
（月120時間以上＋64時間～120時間の一部） 

10.9％ 10.6％ 

タイプＣ´ 
フルタイム×パートタイム 
（月48時間未満＋64時間～120時間の一部） 

10.7％ 5.4％ 

タイプＤ 専業主婦（夫） 45.5％ 36.4％ 

タイプＥ 
パートタイム×パートタイム 

（双方が月120時間以上＋64時間～120時間の一部） 
 0.3％  0.0％ 

タイプＥ´ 
パートタイム×パートタイム 
（いずれかが64時間未満＋64時間～120時間の一部） 

 0.1％  0.0％ 

タイプＦ 無業×無業  0.0％ 0.3％ 

 

家庭類型（現状）に，就学前保護者対象のニーズ調査の転職希望，１年以内の就労希

望等の意向を反映させて家庭類型（潜在）を算出します。 

現状と同様に、前回から今回にかけて，タイプＢ（フルタイム×フルタイム）が大きく

増加し，タイプＤが大きく減少しているのが特徴です。 

 

図表 家庭類型（潜在）の割合 

  前回 今回 

タイプＡ ひとり親家庭  4.7％  1.9％ 

タイプＢ フルタイム×フルタイム 30.7％ 49.5％ 

タイプＣ 
フルタイム×パートタイム 
（月120時間以上＋64時間～120時間の一部） 

11.3％ 10.1％ 

タイプＣ´ 
フルタイム×パートタイム 

（月48時間未満＋64時間～120時間の一部） 
17.0％ 11.1％ 

タイプＤ 専業主婦（夫） 36.0％ 27.4％ 

タイプＥ 
パートタイム×パートタイム 
（双方が月120時間以上＋64時間～120時間の一部） 

 0.1％  0.0％ 

タイプＥ´ 
パートタイム×パートタイム 
（いずれかが64時間未満＋64時間～120時間の一部） 

 0.1％  0.0％ 

タイプＦ 無業×無業  0.0％  0.0％ 
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（２）家庭類型（潜在）別児童数の算出 

令和６年の推計児童数に家庭類型（潜在）の割合を乗じて，家庭類型（潜在）別児童

数を算出します。令和６年の０～５歳の家庭類型（潜在）別児童数は次の通りです。 

 

図表 家庭類型（潜在）別児童数＜令和６年＞ 

 
 

推計児童数 
 家庭類型

（潜在） 

割合 

 

家庭類型

（潜在）別

児童数 

タイプＡ ひとり親家庭 

3,444人 

× 1.9％ ＝ 65人 

タイプＢ フルタイム×フルタイム × 49.5％ ＝ 1,705人 

タイプＣ 
フルタイム×パートタイム 

（月120時間以上＋64時間～120時

間の一部） 

× 10.1％ ＝ 348人 

タイプＣ´ 
フルタイム×パートタイム 

（月48時間未満＋64時間～120時間

の一部） 

× 11.1％ ＝ 382人 

タイプＤ 専業主婦（夫） × 27.4％ ＝ 944人 

タイプＥ 
パートタイム×パートタイム 

（双方が月120時間以上＋64時間～

120時間の一部） 

× 0.0％ ＝ 0人 

タイプＥ´ 
パートタイム×パートタイム 

（いずれかが64時間未満＋64時間

～120時間の一部） 

× 0.0％ ＝ 0人 

タイプＦ 無業×無業 × 0.0％ ＝ 0人 

 

 

 

 


